
ハマギク（浜菊）　キク科ハマギク属　
（学名：Nipponanthemum nipponicum）

関東以北（青森県～茨城県）の太平洋側
の海岸沿いに自生する日本固有種の
常緑多年草。９～11月頃に直径
6cm程の花を咲かせる。ニッポン
デイジーという英名の通り、花は
マーガレットやデイジーによく似
ているが、多肉植物のような肉厚の
葉はだいぶ異なる。「逆境に立ち向か
う」という花言葉と、北国の海辺に力強

く咲く姿から東日本大震災後にハマギク
を復興の象徴とする動きも見られた。
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定額減税や給付金をかたった不審な電話、
ショートメッセージやメールにご注意ください

給与支払者向け所得税定額減税コールセンター

具体的なご相談は、税務署の源泉所得税担当で受け付けています（事前予約制）

0120-741-237

＜塩釜税務署よりお知らせ＞

定額減税については、国税庁（国税局、 税務署を含みます）や都道
府県・市区町村から、「定額減税の関係で還付を受けられるので」 
と切り出し、個人情報（銀行の口座番号や暗証番号など）をメール
や電話でお聞きすることや、ATMを操作していただくような連絡
をすることはありません。

・国税庁・税務署等をかたった定額減税に関する不審な電話やメールにより、銀行の口座情
　報を聞き出そうとする事例や、還付手続のためとウソを言ってATMを操作させるなどし
　て振込みを行わせる事案の発生が確認されています。
・今回の給付金や定額減税について、内閣官房や内閣府、総務省、国税庁、国税局及び税務
　署、都道府県及び市区町村では、電話、ショートメッセージやメールなどで銀行の口座情
　報を聞き出そうとしたり、ATMの操作をお願いすることは一切行っていません。
・銀行の口座情報などの入力が求められた際などは、情報を詐取されるなどのおそれがござ
　いますので、その発信元が信頼できるものであるか、十分にご注意ください。
・お心当たりのない電話があった場合、絶対に銀行口座情報等を伝えたりしないでください。
・お心当たりのないショートメッセージやメールが送られてきた場合、メールに記載された
　URLにアクセスしたり、個人情報を入力したりせず、速やかに削除していただきますよ
　うお願いいたします（e-Tax（国税電子申告・納税システム）から送信するメールには、
　原則としてURLを記載しておりません）。

定額減税特設
サイトはこちら⇒

税務相談チャット
ボットはこちら⇒

9：00～17：00（土日祝除く） 開設期間：令和6年8月末まで
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●国税のキャッシュレス納付について
　　国税庁では、「あらゆる税務手続きが税務署に行かずにできる社会」の実現に向けて、
キャッシュレス納付の利用拡大に取り組んでいるところ、社会全体の効率化と行政コス
ト抑制の観点を踏まえ、令和6年5月以降に送付する分から、e-Taxにより申告書を提
出している法人の方などについて、納付書の事前の送付を取りやめることとしております。
　　消費税の中間申告書兼納付書については、引き続き送付する予定ですが、ダイレクト
納付（e-Taxによる口座振替）やスマホアプリ納付など様々なキャッシュレス納付をご用
意しております。この機会に、是非キャッシュレス納付をご利用ください。

納付書の事前送付取りやめはこちら キャッシュレス納付はこちら

e-TaxやeLTAXによる簡単な操作で事前に
届出をした預貯金口座から、口座引落しに
より納付する方法です。

納付方法納付方法

源泉所得税や個人住民税（特別徴収分）など
納付の機会が多い方、ご自身で振替日を指定
したい方

こんな方にオススメ!こんな方にオススメ!

ダイレクト納付

使ってみると便利です!

キャッシュレス納付!
使ってみると便利です!

キャッシュレス納付!
使ってみると便利です!

キャッシュレス納付!

事前に届出をした預貯金口座から、振替日に
自動で口座引落しにより納付する方法です。

納付方法納付方法

所得税や消費税、固定資産税などを毎年納
めている方、毎回の納付手続を省略したい方

こんな方にオススメ!こんな方にオススメ!

振替納税（口座振替）

専用サイトにアクセスし、クレジットカード
やスマホ決済アプリ（Pay払い）により納付
する方法です。

納付方法納付方法

時間を気にせず納付したい方
こんな方にオススメ!こんな方にオススメ!

クレジットカード・スマホアプリ納付

インターネットバンキング口座から納付する
方法です。

納付方法納付方法

普段からインターネットバンキングにより
決済する機会の多い方

こんな方にオススメ!こんな方にオススメ!

インターネットバンキング
による納付

おすすめ!
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六
月
三
日
午
後
四
時
〇
〇
分　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩

釜
に
お
い
て
、
令
和
六
年
度
第
十
三
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
佐
藤
総
務
委
員
長
が
司
会
進
行
を
務
め
、
初
め
に
斎
藤
会
長

よ
り
、「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ

攻
撃
・
円
安
に
よ
る
物
品
不
足
、
物
価
の
上
昇
、
燃
料
費
の
高

騰
等
に
よ
り
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
引
き
続
き
公
益
法
人

と
し
て
地
域
企
業
の
繁
栄
と
社
会
貢
献
を
実
施
し
て
い
く
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
を
選
出
し
、
定
足
数

の
報
告
、
議
事
録
署
名
人
が
選
任
さ
れ
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
理
事
会
承
認
事
項
で
あ
る「
令
和
五
年
度
事
業
報

告
、
令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
第
一
号
議
案「
令
和
五
年
度
収
支
決
算
」

の
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
第
二
号
議
案「
定
款
変
更
承
認
」の
件
が
審
議
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
続
い
て
、
厚
生
制
度
推

進
功
労
者
及
び
会
員
増
強
功
労
者
の
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、

十
二
名
の
会
員
、
推
進
員
の
方
々
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
定
時
総
会
で
は
、
同
時
開
催
し
て
い
る
総
会
記
念

講
演
会
や
会
員
交
流
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
記
念
講
演
会
は
、「
激
動
の
世
界
と
今
後
の
日
本
経
済
」

と
題
し
て
、
嘉
悦
大
学
教
授（
株
）政
策
工
房　
代
表
取
締
役

会
長　
高
橋
洋
一
氏　
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

義
一
辺
倒
に
な
ら
な
い
よ
う
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
初
め
に
世
界
情
勢
が
ど
の
よ
う
に
日

本
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
複
数
の
事
象
を
取
り
上

げ
な
が
ら
講
話
を
さ
れ
た
後
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て

回
答
し
て
い
く
流
れ
と
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
参
加
者
か

ら
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
談
を
交
え
な
が
ら

質
問
者
が
納
得
す
る
よ
う
に
説
明
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
交
流
会
も
大
勢

の
会
員
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
総
会
で
承
認
又
は
報
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ『
情
報
公
開
』に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
転
入
者
】

●
署
　
長

　
五
傳
木
　
達
雄

　（
白
河　
税
務
署
長
）

●
法
人
課
税
第
一
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

　
楠
美
　
麻
生

　（
仙
台
北  

法
人
課
税
第
三
部
門  

統
括
国
税
調
査
官
）

●
法
人
課
税
第
二
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

　
小
山
　
文
昭

　（
古
川　
総
務
課　
上
席
徴
収
官
）

【
転
出
者
】

●
退
　
官

　
及
川
　
　
晃
（
署
長
）

●
局  

総
務
部  

業
務
セ
ン
タ
ー
室  

主
任
管
理
官

　
武
田
　
香
菜
子

　（
管
理
運
営
部
門　
統
括
国
税
徴
収
官
）

●
局
　
総
務
部
　
人
事
第
二
課
　
研
修
専
門
官

　
渡
邊
　
孝
子

　（
法
人
課
税
第
一
部
門　
統
括
国
税
調
査
官
）

●
水
沢
　
法
人
課
税
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

　
吉
田
　
伸
夫

　（
法
人
課
税
第
二
部
門　
統
括
国
税
調
査
官
）

　
仙
台
国
税
局
の
定
期
人
事
異
動
が
七
月
十
日

付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
塩
釜
税
務
署
の
幹
部

の
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

塩
釜
税
務
署
人
事
異
動

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
法
人
会
連
合
会
　
会
長
表
彰

副
会
長
　
鈴
　
木
　
貴
　
資

理
　
事
　
津
　
田
　
朝
　
子

女
性
部
会
監
事
　
小
　
島
　
光
　
子

（
敬
称
略
）

　
永
年
に
わ
た
り
法
人
会
活
動
に
ご
尽
力
さ

れ
た
役
員
、
職
員
に
対
す
る
功
労
表
彰
の
伝

達
が
あ
り
、
次
の
六
名
が
全
法
連
会
長
、
東

北
六
県
連
会
長
、
並
び
に
宮
城
県
連
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合
　
会
長
表
彰

副
会
長
　
星
　
　
　
信
　
男

理
　
事
　
橋
　
浦
　
　
　
宏

東
北
六
県
法
人
会
連
合
会
　
会
長
表
彰

職
　
員
　
赤
　
間
　
友
　
美

ご支援、ご協力をお願いします!!

5月16日開催 5月10日開催

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会員交流会 高橋　洋一　氏 記念講演会 斎藤　孝一　会長挨拶総　会

受
賞
お
め
で
と
う

　
　  

ご
ざ
い
ま
す

津田 朝子 部会長 小島 邦道 部会長

女性部会総会 青年部会総会

定
時
総
会
開
催

令
和
六
年
度

第
十
三
回
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「
鹽
竈
神
社
縁
起
」の
作
成

　
寛
文
の
造
営
か
ら
三
十
年
ほ
ど
の
ち
、

再
び
御
社
殿
が
建
て
替
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が「
鹽

竈
神
社
縁
起
」の
作
成
で
す
。

　
鹽
竈
神
社
の
御
祭
神
は
長
く
公
に
さ
れ

て
お
ら
ず
、
江
戸
時
代
に
は
諸
説
が
唱
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

憂
い
た
四
代
藩
主
綱
村
公
の
命
に
よ
り

「
神
社
御
用
」と
呼
ば
れ
た
調
査
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
成
果
を
も
と
に「
鹽
竈
神
社
縁

起
」が
編
ま
れ
ま
し
た（
表
紙
参
照
）。
元

禄
六
年（
一
六
九
三
）に
完
成
し
た
縁
起
は
、

鹽
竈
神
社
の
公
式
の
御
由
緒
と
い
う
べ
き

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
左
宮
・
武
甕
槌
神
、

右
宮
・
経
津
主
神
、
別
宮
・
鹽
土
老
翁
神

と
三
座
の
御
祭
神
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
鹽
竈
神
社
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

元
禄
の
造
替
と
宝
永
の
御
社
殿

　
前
回
取
り
上
げ
た
寛
文
期
の
御
社
殿
は
、

一
棟
の
本
殿
と
拝
殿
を
石
の
間
で
つ
な
い

だ
も
の
で
し
た
が
、
御
祭
神
を
三
座
と
定

め
た
縁
起
の
内
容
に
沿
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）か
ら
大
規
模
な
御
社
殿
の
造

替
に
着
手
さ
れ
ま
す
。

　
元
禄
の
造
替
で
は
、
寛
文
期
の
本
殿
を

移
築
改
造
し
て
別
宮
の
拝
殿
と
し
、
寛
文

期
の
拝
殿
を
改
造
し
て
左
宮
・
右
宮
共
用

の
左
右
宮
拝
殿
と
す
る
計
画
で（
①
参
照
）、

こ
の
ほ
か
本
殿
な
ど
は
新
造
と
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
旧
来
の
只
洲
社
は
古
内
村
に

遷
座
さ
れ
て
現
在
の
仙
台
市
泉
区
古
内
に

鎮
座
す
る
賀
茂
神
社
と
な
り
、
貴
船
社
は

別
宮
に
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
工
事
は
藩
財
政
の
悪
化
な
ど
か
ら
一
時

停
滞
を
み
ま
す
が
、
五
代
藩
主
吉
村
公
の

代
と
な
っ
た
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に

竣
工
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
御
社
殿

で
、
左
宮
と
右
宮
は
南
向
き
、
別
宮
は
西

向
き
に
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
ま
す（
②

参
照
）。
三
棟
の
本
殿
は
、
規
模
と
様
式
を

同
じ
く
し（
③
参
照
）、
幣
殿
・
廻
廊
に
よ

っ
て
各
拝
殿
に
つ
な
が
り
ま
す
。
本
殿
と

幣
殿
・
廻
廊
、
瑞
垣
は
素
木
造
、
門
・
廻

廊
と
随
身
門
は
朱
漆
塗
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

造
替
の
痕
跡

　
前
記
の
通
り
、
現
在
の
別
宮
拝
殿
の
前

身
は
寛
文
社
殿
に
お
け
る
本
殿
で
、
左
右

宮
拝
殿
も
寛
文
社
殿
に
お
け
る
拝
殿
を
改

造
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
も

別
宮
拝
殿
と
左
右
宮
拝
殿
で
は
規
模
の
ほ

か
に
も
異
な
る
点
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
別
宮
拝
殿
で
は
円
柱
、
左

右
宮
拝
殿
で
は
面
取
り
し
た
角
柱
が
用
い

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
別
宮
拝
殿
で
は
軒
支

輪
（
の
き
し
り
ん
）
や
二
手
先
の
組
物
、

牡
丹
の
彩
色
彫
刻
と
し
た
手
挟（
た
ば
さ

み
）な
ど
、
よ
り
入
念
な
手
法
が
み
ら
れ

ま
す（
④
⑤
参
照
）。
こ
う
し
た
点
は
、
別

宮
拝
殿
が
元
来
は
拝
殿
よ
り
も
格
式
の
高

い
本
殿
で
あ
っ
た
痕
跡
と
言
え
ま
す
。

　
元
禄
の
造
替
で
は
、
華
や
か
過
ぎ
る
と

の
綱
村
公
の
御
意
に
よ
り
、
寛
文
期
の
御

社
殿
に
み
ら
れ
た
彫
刻
類
の
多
く
が
取
り

除
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に

は
装
飾
を
抑
制
す
る
こ
と
で
謹
厳
な
趣
を

増
す
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
た
御
社
殿
は
、

復
古
的
な
な
か
に
も
創
意
工
夫
が
な
さ
れ

た
江
戸
中
期
の
神
社
建
築
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
、
本
殿
以
下
十
四
棟
と
石
鳥
居
一

基
、
附
と
し
て
棟
札
十
一
枚
が
平
成
十
四

年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
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明
日
へ

明
日
へ

リ
レ
ー
ト
ー
ク

③左宮本殿 ②宝永の社殿配置

①元禄の造替計画

④別宮拝殿

⑤左右宮拝殿

軒
支
輪
◀

▶
手
挟

▶
手
挟

◀組物◀組物

海老虹梁（えびこうりょう）
▼

海老虹梁（えびこうりょう）
▼
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【7月号：8Pパズル・熟語づくり  （答え）A…読、B…解】　※5月号の回答を7月号に掲載させていただきました。【答え】A…成、B…長



令和6年7月16日（8）法　人　ニ　ュ　ー　ス（第357号）

〔新会員紹介〕R6.5.1～ 6.27【加入3社】
入会者の公開範囲の選択により、広報紙等でご紹介できない会員、項目等があります。

あ
と
が
き

矢印の方向に２文字の熟語ができ
るように、A・Bにあてはまる漢字
を書きましょう。（答えは7Ｐ）

パズル・熟語づくり

購 析
A

誤

訓
B

難

了
　
2
0
2
3
年
に
法
人
会
　
広
報
委
員
と
な
り
ま
し
た
、

株
式
会
社
ベ
ル
シ
ス
テ
ム
の
鈴
木
で
す
。
何
も
わ
か
ら

な
い
中
で
す
が
、
役
職
を
お
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
な
か
な
か
活
発
に
は
参
加
出

来
て
お
ら
ず
役
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。
た
だ
、
私
個
人
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

今
年
は
塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
、
み
な
と
祭
り
縁

日
広
場
の
実
行
委
員
長
を
拝
命
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
人
会
の
活
動
が
あ
ま
り
出
来
な
い
こ
と
、
そ
こ
は
ご

了
承
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
み
な
と
祭
り
は
第
7
7
回
を
迎
え
ま

す
。
塩
釜
市
や
、
他
団
体
の
青
年
部
の
方
々
と
、
例
年

以
上
に
盛
り
上
が
れ
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
み
な
さ
ま
が
お
祭
り
に
来
て
良
か
っ
た
、
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
日
々
活
動
し
て
ま
す
の
で
、
是

非
お
祭
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
東
北
の
お
祭
り
は
塩
竈

か
ら
、
と
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

広
報
委
員
　
鈴
木
　
晶
晴

塩
釜
法
人
会
は
、
塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
松

島
町
・
七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
管
内
の
約

1
0
0
0
社
の
会
社
・
事
業
者
が
加
入
す
る

経
営
者
の
団
体
で
す
。
法
人
会
に
加
入
し
て

知
識
と
人
脈
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

１  

多
種
多
様
の
経
営
者
と
の
出
会
い
が
、

　

  

新
た
な
仲
間
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

　

  

ン
ス
に
繋
が
り
ま
す
。　

２  

各
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会
や
著
名
人
に
よ

　

  

る
講
演
会
に
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

３  

経
営
者
や
従
業
員
も
利
用
で
き
る
福
利

　

  

厚
生
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。　

法
人
会
に
ま
だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い
、
ご
近

隣
や
お
知
り
合
い
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、

支
部
役
員
ま
た
は
事
務
局
に
ご
紹
介
下
さ
い
。

新入会員募集 キャンペーン実施中

【作者紹介】株式会社ニコリ　
日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」
を発行する出版社。数独・クロスワードなど
多種多様なパズルをメディアへ提供するコ
ンテンツメーカーでもある。パズルＡＳＰ
「ｅ-数独」をＢtoＢ向けにリリース。

塩釜中央

自動車整備業

漁業明豊漁業㈱

塩釜北部 塩釜市新浜町1‒8‒1㈲マルセン
自動車整備工場 千葉　　誠

塩釜北部 塩釜市新浜町2‒9‒34松永　賢治

所在地代表者 業　　種支部 名　　称 ※参加申込は、広報誌7月号同封のチラシ又はホームページ
　掲載のチラシよりお申し込み願います。

日時：令和6年9月5日（木） 
　　　14：00～17：00
場所：塩釡商工会議所　会議室
　　　（塩釡市港町1丁目６-20）
定員：30名　受講料：無料

（公社）塩釡法人会／塩釡商工会議所 共催セミナー

「管理職のための環境適応と
　   リーダーシップ向上研修」
講師：株式会社日本マネジメント協会 

マネジメントコンサルタント
個人情報取扱主任者認定、
コンプライアンスオフィサー認定

野口 裕一 氏
の      ぐち ゆう   いち

※
表
紙
写
真
提
供
／ 

鹽
竈
神
社

日　　　時 名　　　称 会　　場
令
和
6
年

7月17日㈬
7月18日㈭
7月23日㈫
7月26日㈮
8月  2日㈮
8月  7日㈬
8月  7日㈬
8月22日㈭
8月27日㈫
8月29日㈭
9月10日㈫
9月13日㈮
9月18日㈬
9月25日㈬
9月27日㈮
9月30日㈪

県女連部会長会議
事業委員会
県連　第1回広報委員会
厚生委員会
県連　第1回事務局職員研修会
県連　第1回組織委員会
広報委員会
県連　正副会長会議
税制委員会
県青連　第2回部会長会議
県連　第2回広報委員会
県連　第2回厚生委員会
県連　第2回総務委員会
県連　第2回理事会
県連　第2回税制委員会
事務局長会議

12：00
13：30
15：00
16：00
14：00
15：00
16：00
12：00
13：30
18：30
15：00
15：00
15：00
12：00
15：00
14：00

仙台ビルディング
法人会事務所
仙台ビルディング
和食の小島

仙台ビルディング
法人会事務所
江陽グランドホテル
法人会事務所

仙台ビルディング
大同生命ビル
仙台ビルディング
江陽グランドホテル

仙台ビルディング

これからのスケジュールこれからのスケジュール

活動フォトレポート

５月17日（金）　新設法人説明会（塩釜商工会議所）

６月５日（水）　女性部会　税務署長講演会（塩釜税務署）

参加募集中参加募集中変化する環境に対応するための
スキルとリーダーシップを学ぶ

　会費は、ご指定の銀行口座からの振替（6月7日又は17日）及び7月
1日期限の「払込取扱票」による振込を確認いたしました。ご協力に感謝
申し上げます。なお、指定日に口座振替できなかった会員には、「払込取
扱票」を送付しております。また「払込取扱票」がお手元にある会員は、
会費の納入期限が過ぎております。もう一度ご確認の上、お手数をお掛
けいたしますがお早目に納入いただきますようお願い申し上げます。

◆◆◆◆◆◆会費納入のお願い◆◆◆◆◆◆


